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は じめ に

　本研究は、女性の社会進出と職場や住居、さらに都市構造の変化 とどのよう

な関係があるのか、ハー ド面から分析 しようとするものである。女性の社会進

出が職場や、住居、都市構造を変える面 と、それ らの変化が女性の社会進出を

促す面の両面が考えられる。

　本研究におけるソフトとハー ド、個人と社会の関係を表す と次のようになる。

個人 一社会の軸では、パーソナルな領域は住宅、中間組織の領域では職場 レイ

アウト、保育施設、通勤、買い物・外出、パブリックな領域はグランドデザイン、

都市計画、社会資本 ・インフラ整備計画、アーバ ンプランニングがあげられる。

その中で本稿ではまず女性の社会進出が個人や家族の生活が戦後 どのように変

化 してきたかを知ること、また職場 と住居の関係が どのように変化 したかを現

状か ら知る。研究の対象地 として、大都市圏では大阪市 と大阪市を中心都市 と

した大阪都市圏を取 り上げる。

1　 研 究対 象 と研 究 方法

研究対象地として中心都市として大阪市 とし、ヒアリング対象は女性とする。

　女性の社会進出が具体的な個人の生活で どのように変化 してきたかを知るた

め、まず三世代インタビューと、次に"働 く女性 とまちの移 り変わり"を 勤務

経験のある世代別グループインタビュー した。世代別インタビューでは、主と
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して①家族に関わるもの、②住生活に関わるもの、③勤務先と勤務経験の経緯

に関わるもの、④子育て経験のある人に対して子育て中の社会的サポー トに関

わるもの、⑤現在の仕事に関わるもの、⑥現在の職場のハー ドに関わるもの、

⑦職場 と自宅の間の場所と時間の過ごし方に関わるもの等を聞いた。

　 この中から、職場のハー ド面でどのような変化が起 きたのか、今後職場での

オフィスのレイアウ ト調査に活かすため、調査項 目などを取 り出す ことを目的

とした。

　次にこれまで、住居 と職場が同じ市域にあった時代か ら、都市の発展、拡大

によって住居が郊外に移 り、職住近接から市外から通勤の形になる。 このよう

な職住分離は女性の働 き方 をどのように変えたのか。都市構造 と住居の移動、

大阪市の人口の流出入を調査 した。

五　 都 市構造 と住居 の移 動

　大阪市では1920年 代以降の市域の拡張によって、中心市街地 と郊外 との関係

を創 るため、都市計画が進め られた。近代、戦前 までは仕事場 と家庭が同 じ、

または近 くにある職住近接を旨としていた。 しか し、産業構造の発展により公

害などの都市環境の悪化を憂慮 した富裕層の住居の郊外移転などもあ り、中心

部での商売 と郊外の本宅 という形ができていった。 しかし地方からの流入都市

労働者は中心市街地の周辺の工業地帯周辺地域に居住していく状況になる。戦

後は、自営業者が減少 し、サラリーマ ン・核家族が郊外 に居住 し、都心に通勤

する形態に変わる。

　 「京阪神都市圏の重層的な りたち」(浅野慎一、岩崎信彦、西村雄郎編)に よると、

大阪都市圏は、大阪中心市街地、重化学工業地域・軽工業地域、労働者居住地域、

インナーリングエリア、郊外住宅地域の5層 構造が形成された。その外縁部に

千里ニュータウンをはじめ とするニュータウンが造成され、その都市構造によ

り職住近接か ら職住分離の生活が形成 されてい くことになる。具体的に現在の

大阪市の人口の流出入を見てみよう。
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女性 の社会進出 と住居 ・職場 ・都市構造の変化の関係性の分析に関する研究(一)

1.大 阪市の人口流出入

　大阪市の人口流出入を調べると、周辺市町村

から大阪市内に通 う 「在勤者」「在学者」であ

る 「昼間人口」が多い。流入人口は2005年 の国

勢調査か ら算出すると、堺市103104人 、吹田市

62980人 、東大阪市62343人 、豊中市61856人 、神

戸市59434人(上 位5位 まで)。

　大阪大都市圏では、大阪市への流入人口は、

周辺市町村か ら大阪市内に通勤する昼聞人口が

多 く、東京都市圏に次ぐ大都市圏として流入規

模 は大きい。昼夜間人口比率は13&0%で 、全国

で最も高い。東京23区 は135.1%で ある。

2.流 入人口と男女比の特徴

都市構造から考えると、大阪で活動する女性
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たちの中で、大阪郊外か ら大阪市内に通勤する女性 に視点を当て、さらにどの

ような地区に流入 しているか、区別の昼夜 間人口比率を調べた。2005年 度(平

成17年)の 国勢調査 を元にす ると、最 も比率が高 くなるのは中央区で761.8%、

次いで北区430.4%、 西区273.3%、 天王寺区188β%、 浪速区183.4%と 続いている。

　その結果、流入人口の多 くが、中央区、北区、西区、天王寺区、浪速区の都

心部に極度に集中していることがわかる。つ まり、大阪大都市圏の大阪 という

ビジネス都市のビジネス地区に集中している。

　さらに、流入人口の男女別、年齢別の分布を調べ ると、特徴的な数値が得 ら

れた。大阪市への流入人口には、男女差が大 きいことである。

　大阪市への全体の流入人口は、30～34歳 が最 も多い。次いで35～39歳 、25～

29歳、55～59歳 、40～44歳 の順である。しか し、これを男女別で見ると年代層

は大きく異なる。
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　流入人口を男女の割合で見ると、15～19歳 、20～24歳 、25歳 ～29歳 は女性の

方が若干多い。 しかし25～29歳 をピークに減少し続ける。一般的には、日本の

女性の女子労働力率は、M字 型カーブを描 き、30～34歳 を底に、子育ての手が

離れたら再び就労するという形にはなっていない。

　つまり女性の就労に関するM字 型曲線は大阪市の場合は描けず、再就職する

女性の多 くが大阪市内に再び流入するのではな く、別の都市、つまり住居地の

ある近傍で再就職することが推測される。グラフ(図1)の ように、年齢層が

上がるほど就労女性の人口が減少すると、職場における管理職など意思決定に

関わる人材層が少なくなると考えられる。

　 もし、女性が結婚 して大阪市内に居住 し、子育て中も就労を継続できれば35

歳以降の年齢層 も増え、就労による経済力、職場での地位向上につながる可能

性があると考えられる。

図1　 大阪市の流 入人口(性 別それぞれの年齢ご との変化 を表 したもの)
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女性の社会進出 と住居 ・職場 ・都市構造の変化の関係性の分析に関す る研 究(一)

皿　 働 く女性 と街 の移 り変 わ りを知 る一世代別グループ ・インタビュー

　現在の大阪市 と働 き続ける女性の課題 を知るため、世代別グループ ・インタ

ビューを実施 した。日本の女性の場合、男性のように終身雇用が想定 されてい

ることが少なく、あるいは想定されていても、ライフステージで大きく変わる

ことが多い。結婚、出産、夫の転勤、親の介護が転機になる。また女性たちが

生きた時代の社会経済的状況の相違も影響を及ぼす。そこで、大阪で暮 らす女

性たちの世代別にグループ ・インタビューから、多様性の実態を把握 した。

　グループ ・インタビューは、大阪市内在住 ・在勤の20代 、30代、40代 、50代、

60代 の各世代で、大阪市内の事業所に3年 聞以上勤務 した経験を条件 に、1世

代3人 ずつ、1グ ループ120分 とした。

　以下に述べる内容は、同 じ世代を代表することはできないが、平成20年 代初

めの時点の女性の暮 らしの記録、証拠でもある。

1.主 と して家族 と住 居 に関 わ る もの

(1)家 族 構 成(略)… 　 独 身(単 身世帯、実の親などとの同居 も含 む)、央婦のみの世帯、

　　 自分 と子 どもを含 めた世帯 、などいずれ も含 まれる。

(2)現 住 所(略)… 　 大 阪市 内への通勤歴 を条件 としてお り、 自宅住所は大 阪市 内、市

　　 外 を問わない。大阪市中央区か ら神戸市北 区まで広が っている。

(3)実 家 の所 在

　　　・実母 と同居、実父と同居の場合、介護のことを考慮 に入れている。

　　　 ・大 阪市外の近畿圏、西 日本に実家がある場合が多 い。

(4)居 住 地 の変 遷 と居 住 地 を選 ん だ理 由

　　 ・「夫 も自分 も大 阪市内 に通勤 しているが、 インターネ ッ トで情報収集 し、子 どもの医

　　 療費補助が手厚 い 自治体 を選 んだ」(20代)。 「新婚世帯家賃補助」がある府 内の自治

　　 体 に住居 を決め、子 どもがで きたらフ ァミリーサポー トのある別の市に転居。父母が

　　 子育て支援で きる場所 にい ないので、必死に探す」(30代)

　　 ・「同居の母が気 にいった風景のある場所。地縁 も親戚 もないが」(60代)

　　 ・「夫婦二人になれば外食 にも便利で新 しくて防犯の しっか りした都心のマ ンシ ョンが

　　　いい と浪速区に決めた。 閑静な郊外なんて考え られない」(50代)

　　 ・「子 どもも含めた家族会議 で決定。学校、通勤など全員 の希望を聞いてエ リアを決めた」

　　　(50代)。
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(5)同 居 す る家 族 の勤 め先

　　 ・ほ とんどが大阪市 内に通勤。本人が働いている場合 もほ とんど大阪市 内。

　　 ・「夫の帰 宅が毎晩23時 過 ぎなので、夕食は先に とり、風呂 も先に入 り、帰 りを待たず

　　　に就寝」(30代)「 夫がだいたい22時 過 ぎに帰宅す るがちゃんと夕食 をとらな くて心配

　　　なので起 きて待って食べ るのを見届ける」(30代)。

2.主 として住生活に関わるもの

(1)日 々の 買 い 物 の場 所 と行 く時 問帯

　　 ・「だいたい帰宅が22時 前後なので、勤務先 の近 くのデパー トの閉店時間まで に入るか、

　　 最寄 り駅か ら歩ける23時 までのスーパー に寄る」(40代)「自宅の近 くに24時 間スーパー

　　 があるので、帰 りに寄る。主人と二人だと外食 も多い」(50代)。

(2)洗 濯 の時 間帯(平 日 と休 日)

　　 ・働いている人は、平 日の洗濯が夜である場合が多 い。仕事 をやめる と午前中にやるよ

　　　うになるとい う。

　　 ・「パー トで扶養控除の範囲内にす るため13・17時の勤務 とい うこ とで会社 と合意 して働

　　　いている。 だか ら平 日の10時 くらいに洗濯する」(20代)「 週末 にまとめてす るが、 そ

　　　れ以外 は夜。夕食を準備 しなが ら洗濯機 を回す。子 どもが小さい頃 は、入浴が早い時

　　　間だったため、そのあ と回す ことにしていた」(50代)。

(3)入 浴 の 時 間帯(本 人 と家 族)

　　 ・「主人が遅いので子 どもと私は先 に入る。残 り湯を洗濯(夕 食 を作 りなが らする場合

　　　が多い)に まわ したいが、夫が まだだか ら使えない とあきらめることが多い」(30代)。

　　　「追い焚 き機能がないので、家族で順番 に入る。 自分の帰宅が遅い ときは、同居の母

　　　に先に入っておいてとい うのだが、母はそうしないで待 っていて後 に入る」(40代)。

3.主 として勤務先と勤務経験の経緯に関わるもの

(1)職 業

　　 ・フルタイム勤務、パー トタイム、契約社員、派遣社員、嘱託社 員、 などさまざま。ほ

　　　とんどが会社員だが、夫婦 で自営業 の世帯 も含む。

　　 ・「年 間130万 を超 えると損 をす るので、時間を短 くしてパー ト勤めをしている」(20代)。

　　 「余裕 を持って家事 をまわせ るのは、パー トの勤め先が10時 過 ぎの出勤だから」(50代)

(2)現 在 の 職場 の勤 務 と期 間

　　 全員 に離職歴が あ り、現在 の職場 に限れば、短い人は まだ数 ヶ月、長い人は直近 の

　　仕事 を22年 間続けていた(60代)、 あるいは16年 間続 けてや めたばか り(30代)な どで

　　あった。

　　 ・「一番嫌 なときを乗 り切って仕事 がや りやす くなった時 に、 これか らずっとここに勤
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女性 の社会進 出と住居 ・職場 ・都市構造の変化の関係性の分析 に関す る研 究(一)

　　 めるのか?と い う自問が始ま り、その後 とりあえず 区切 りを付けたい と思 って辞めた。

　　　自分 は総合職だが、一般職の同僚を見てい ると、昇格等 がないのでモチベーシ ョンを

　　 維持するのが難 しそう」(30代)。 「身体 を壊 して退職、妊娠 して退職、大学 に入 り直

　　　して退職、会社都 合で退職、最近その後続けていた高校の講師の仕事 を休職 にした

　　　ばか り」(30代)。 「派遣を会社都合で途中で切 られた りして嫌 にな り、現在 アルバイ

　　　トをしてい るが、市 内でフル タイム勤務の仕 事を探 している」(30代)。 「女性 は30歳

　　 前後 まで といった求人が多か った」(40代)。 「新卒で入った会社 に10年勤 めた ら、区

　　 切 りをつけ ようと考える ようにな り、退職 した」(40代)。 「専業主婦時代 は、義父の

　　 介護 をしていた」(50代)。 「自分の新 卒の頃は、男性 は本店採用、女性 は支店採用 で、

　　 給与形態 も違 っていた」(60代)。 「自分 たちの就職する頃は、女子の場合 は縁故 で就

　　 職先 を見つ けて くる(見 つ けて もらう)こ とが多か った」(60代)。

(3)勤 務先

　　 ・ほぼ大阪市 内(イ ンタビュー対象者の基本 的な条件 としていたため)

(4)通 勤所 要 時 間

　　 ・近い人は10～15分 、今 回対象者の中で最 も遠いの は100分前後かか る20代。時間につ

　　　いては、バスが入 ると時間が変動す るので、随分早めに出な くてはならないとい う声

　　　もきかれた。

(5)勤 務 先 の変 遷(転 勤 、 同居 家 族 の 転 勤 に伴 う転 職歴)

　　 ・全員が離職歴があった。

　　 ・離職の原因 として語 られ るものはさまざま。上 の「勤務期間」の事例 にも挙 げた ように、

　　　「区切 りを付けたい」 とい うもの もあ り、必ず しも結婚や出産 によ りやむをえず離職

　　　 しているばか りではないことがわかる。

(6)過 去 の職 務 の 内容 の 変遷 と、現 在 仕 事 を して い る理 由 、 して い ない 理 由

　　 ・ 「仕事 は生活、趣味は精神、 どちらも欠 けてはな らないと思っている。趣味 を大事 に

　　　す るため に残業がない会社 で契約社員 を している」(20代)。 「子育 て中 も社 会か ら離

　　　れていた くないか ら仕事 をす る」(30代)。 「1990年前後、若い人材が不足 していた頃、

　　　職安 の紹介で、10時 出社、子 ども夏休 み中の休暇OKと い う条件 の仕事 を紹介 され、

　　　今 まで続 けている。秘書 的業務 と事務全般 で雑用 もこなすが、やめないことが自慢」(50

　　　代)。 「仕事 はする ものだ、 と思っていた」(60代)。

4.子 育て経験のある人に対 して,子 育て中の社会的サポー トに関わるもの

(1)子 育 て 中 の 仕 事 に つ い て、 利 用 した 保 育 施 設 や サ ー ビス

　　 ・「自宅近 くの認可保育所は1年 以上待機中 なので、勤務先へ の途中にある無認可の保

　　　育施設 に預けている。行 き帰 り、時間 も方向 もラッシュとずれるので、子 どもと一緒

　　　に電車通勤ができる」(20代)。「フ ァミリーサポー トを知 らない人 も多 く、自分だけ使っ
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　　　ていると詩 しが られた りした」(30代)。「稽古ごとの送迎が大変。この 自治体(大阪市外)

　　　では、住宅地が多 く、学区が またがるエ リアの塾は送迎バスを出 してくれる」(30代)。

　　　「学童だけしかない時期か ら 『い きい き』がで きて随分助かった」(50代 、同じ意見が

　　 複数)。「当時は産前産後六 ヶ月 しか休暇が取れず、公立保育所 は1歳 以上でない と預

　　　かって くれなかったので、共 同保育所 を自分 たちで作 りながらそこに預けた」(60代)。

(2)子 育 てや 仕 事 を しな が らの家 事 、 家 事 の 分 担 や サ ポ ー トにつ い て

　　 ・「土曜 日は夫 が子 どもを見て くれるこ とになっていて、自分 は好 きな ところに出かけ

　　　る。その代 わ りというの もあって、日曜 日は家族 で過 ごすように している」(20代)。「自

　　 営の仕事が軌道に乗 りつつある時で、実母 に相当子育 てをお願 いした。 自分でも、事

　　 務所内に寝かせて仕事 していた時 もある」(40代)。

　　 ・「夫に頼 ると結局 自分 にス トレスが溜 まるので頼 らない。夫 と同 じ職場 に勤めていたが、

　　　自分が時短制度 を使 って保育園の送迎な どを全 部やった」(30代)。 「地域 に親戚 もい

　　　ないので、フ ァミリーサポー トだけで二人 目を生むのは難 しいとあきらめている」(30

　　 代)。

　　 ・「上の子 を産んだ頃は、子 どもができた ら専業主婦 になるとい う人が周囲にも多かった。

　　　下の子 の頃になると、周囲 も自分 も働 きに出るようになっていった」(50代)。

(3)結 婚 ・出産 等 に よる休 職 ・退 職 ・復 職 等 と、 産 休 ・育 休 の 取 得 、 時 間短 縮

　　 の利 用 につ い て

　　 ・「同僚 では、出産による退職が半数 くらいある」(20代)。 「育休 を10ヶ 月ほ ど取 った。

　　　さらに、会社の制度が充実 していたため、時短で働いた。ただし、 しわ寄せを受ける

　　　同僚が不満 を持っていたか もしれ ない」(30代)。 「管 理職に も女性が多 かった英会話

　　　学校だが、 そうした先輩達が 『私たちは育休 なんか無 しでやってきたのだ』 といわん

　　　ばか りの態度で、制度があっても使いに くい状況だった」(30代)。

5.主 として現在の仕事に関わるもの

(1)現 在 の職 種 と勤 務 形 態

　　 ・今 回の対象者は、事務系職員が多 く、事務全般、総務関係、経理事務、 などが中心。

　　 ・分野 としては、通信設備、広告関係、育児関連、英語教育、不動産関連、病 院(事 務)、

　　 広報、編集 などのバ リエーションがあった。

　　 ・勤務形態は、契約社員、パー ト、アルバイ ト(掛 け持ちや短期 も含む)、自営、フリー、

　　　な ど広い形態が見 られた。

(2)仕 事 内 容

　　　(略)…　　 個々人で内容 の説明の濃淡が大 きい。仕事内容 よ りもむ しろ、複数人が

　　共通 して インタビューで語 り合 うの に、仕事 をす るか どうかの選択や、転職の履歴 な

　　どが中心 となっていた。
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女性の社会進出 と住居 ・職場 ・都市構造の変化の関係性 の分析 に関す る研究(一)

(3)職 場 内 の男 女 構 成 、 管 理 職 の 男 女 比、 正 規 ・非 正 規 雇 用 の 割合 に つ い て

　　 ・「派遣 と契約 と正社員の計11名 の部署」(20代)。 「メーカーの事務部 門で、13名 中6名

　　　は女性」(50代)。

　　 ・「入社当時営業にはほ とんど女性がいなかったので、会社 での女性営業職の最初の世

　　 代だった」(30代)。 「広告代理店時代 に、営業を希望 したが、女性は無理 と言われた」(50

　　 代)。 「入社当時(1970年 代)本 社の女性係長が誕生 して新聞ネタになった。均等法施

　　 行の時は、総合職に対す る取材 が来た。自分 の2年 先 に入 った女性が、は じめて出産

　　　して も退職 しなかった。職制では、部や課の長以外 に、よ くわか らない能力 資格があ り、

　　　そうい うものを巧妙に使い分けながら、自分 よ り後に入 った男性が昇進 してい くとい

　　　う仕組 みに、だんだん気がついた」(60代)

6.主 として現在の職場のハードに関わるもの

(1)制 服 の有 無

　　 ・おおむね50代 の人たちが新入社員だったころには、制服 と更衣室が あった ようである

　　　が、その後廃止 されていった。特 に窓口業務 などではない内勤職 でも制服 の制度があ

　　　ることが一般的。

(2)職 場 で の給 湯 室 、 お 茶 、 掃 除 の 分担 の有 無 や 変 遷

　　 ・お茶汲みや掃除の問題 は、 トップ(小 さな会社 の場合社長)の 判 断で変 わってい く。

　　 特 に当番は、あって も男女共に負担するように変化 しているようだ。

　　 ・お茶汲 みは個 人に、掃 除は当番に、 と変 化 しつつあ るが、時々 「洗 い物 」 をしない

　　　こ とに意識がない男性 が指摘 されてい る。「当番 は男性 もや るが、コップは結局洗 う

　　　のが女性」(40代)。 「先生 と呼ばれる男性 がお弁当箱 を洗わずにシンクに置いてい く。

　　　それ を洗うのが仕事 になった。 自分 はまあいいか と思っているが、自分が辞める時 は、

　　　この まま置いても誰 も洗 って くれない ものです よと言ってあげな くては ならない だろ

　　　う」(50代)。

　　 ・「雇用形態 に関わ らず女性 だと掃 除 ・給湯 ・郵便物チ ェックの当番のローテーシ ョン

　　　に入 る」(20代)。 「お局様の伝 統を知 らず、入社後す ぐに何 か気 になることはと聞か

　　　れて、給湯室 を女性 だけが使 うのはおか しくないか」 といった ら驚愕 された。 しか し

　　　その職場で もその うち男性 も掃除に参加す るなど変化 していった」(30代)。 「お茶や

　　 掃 除の関係は用務員の ような男性 と女性が雇われていて担 当していたが、その人達が

　　　いなくなったら補充がなか った。そのあ とは若 い女性 と男性がやるようになった。む

　　　しろそれ よ りず っと後の職場 で、 内勤の女性 の仕事 になってい ることに驚いた」(60

　　 代)。 「職場 で女性ばか りがお茶汲み ・コピー取 り ・掃 除をす るのはけしか らんと拒否

　　　した。すごくがんばって勝 ち取 っていったのに、次の職場 では当然の ように各人がやっ

　　　ていて、拍子抜けす るほ どだった」(60代)。
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(3)職 場 の 設 備 、 レイ ア ウ トな どの オ フ ィス環 境

　　 ・特に男女の問題 とは限らないが、分煙、電話などについてコメン トが多かった。 また、

　　 空調 は、一括で調整す るオフ ィスの場合、寒かった り暑かった りして内勤者 は苦労 し

　　 ているようだ。

7、 主 と して職 場 と自宅 の 間 の 場 所 と時 間 の過 ご し方 に関 わ るも の

(1)帰 り道 に定 期 的 に寄 る所 が あ れ ば

　 　・50代、60代 は、ほとん どが、定期的 な運動、趣味、学習、ボランテ ィアな どにいそ し

　 　 んでい るようだ。子育 てが一段 落 した世代な らではの時間の使い方 といえるかもしれ

　 　 ない。

　 　 ・「今 はな くなった と思 うが、当時 は、 お茶やお花 や電子 オル ガンを習 う社 内サークル

　 　 があって、新入社員は先輩か ら一つ何 かや った方がいい といわれ、何かに所属 してい

　 　 た」(40代)。

(2)帰 宅 前 に ワ ンス トップ す る とこ ろ が あれ ば

　 　 ・帰宅の時間帯 にもよるか らか、 さまざまだ。都市 との関係 でみれば、天王寺、心斎橋、

　 　 梅田などの都心部、 ター ミナルを経由 して帰 る場合 には、そこでの買 い物や息抜 きが

　 　 楽 しいとい う声が、20～40代 にみ られた。

(3)街 のハ ー ド全 般 につ い て あ え て 言 い た い こ とが あ れ ば

　 　 ・「バ リアフリーは田舎 に行 くとまだまだなので整備 してほ しい」(20代)。 「クレオに来

　 　　たの もは じめてだが、公共施設が いろいろあるようでいて情報 を知 らないので もっと

　 　　知 りたい」(30代)。 「通勤には便利 だが、子育て しなが ら楽 し く生活する想定を して

　 　　いなかったため、住んでいる近 くに、息抜 きできるような本屋やカフェがない。 ロー

　 　　 ドサ イ ドのファ ミリー レス トランではさび しい。実はこうい うこ とが一番のス トレス

　 　　か もしれない」(30代)。

N　 大阪 市 に暮 らす三 世代(祖 母 ・母 ・娘)イ ンタ ビュー

　都市 と女性の歴史を、近代以降の中で、戦前、戦後、高度経済成長期において、

都市の女性の働 き方とハー ドに関わるまちとのかかわ りを探るため、大阪市に

暮らす三世代の女性に聞いた。調査対象者は郊外居住者になり都心部へ通勤す

る人が多く、大阪市内に三世代が続けて住んでいる市民は少なく、インタビュー

は1組 になった。最 も若い世代の孫から見て、母、祖母で、それぞれのライフ

ヒス トリーを聞いた。大正生まれの祖母、戦争直後生 まれの母、昭和50年 代生

まれの娘である。(以下は3人 の話)
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　　　　女性の社会進出と住居 ・職場 ・都市構造の変化の関係性の分析に関する研究(一)

　 "祖母"は 、大阪ではなくて神戸で育った。祖母は共学の小学校 を出たあと、

親のすすめで女学校に進学。通学しながらさらに、和裁に茶道、華道、書道も習っ

ていた。その後、近所の人のすすめたお見合いで、夫 と結婚 し、大阪に住むこ

ととなった。戦争では空襲 も経験した。子育てはもちろん、食事のために薪を

用意するのが苦労 した思い出である。かまどがあってそこでご飯を炊いていた。

また、この世代の家事ではどこの家で も、裁縫が必須であった。女学校時代か

ら和裁が苦手だったが、家族の衣類はほとんど自分で用意した。大阪で夫が自

営業 をするかたわら、 自分は近所の人か らの誘いを受けて、裁縫の仕事もして

いた。

　 "母"は 、大阪市内で生まれ育った末っ子で、市内とはいえ子 どもの頃は周

囲が芋畑という環境だった。戦後のベビーブーム真っ只中で育ったため、小学

校時代は校舎が足 りず、半 日ごとに交代で通学するなどしていた。中学からは、

姉2人 が公立にいったが、私立の女子校に進学。父が 「行っておけ」 と言った。

卒業後は、姉の口利 きで、縁故で市内の会社 に入 り、数年オフィス通勤をした

こともある。小さな会社で、女性は2人 だけだった。朝 と昼 と午後三時に日本

茶を滝れていた。時々 「おつかい」で書類を別の会社に届けるなどもしていた。

そのほかに、親戚の経営する会社で手伝いをしていたこともある。結婚はいや

いやと思っていた見合いで決めた。結婚式 は、難波のホテルでおこない、角隠

しとドレスは両方。新婚旅行には北海道に行った。その後郊外の集合住宅に居

を構えることにな り、市外 に転出。 しか し、子育ての時期は、市内の母親に助

けられた。専業主婦だったが、娘が10歳 になる頃か ら、近所の人に頼まれて、パー

トタイム勤務をしはじめた。

　 "娘"は 、昭和50年 代生まれ。郊外で生 まれたが、その後家族で市内に転入。

結果的に母 と同じ幼稚園、小学校に通った。ちょうどそのころか ら、学籍簿は

男女混合になっていた。中学 ・高校は、私立に行 き、その後大学を卒業。就職

が厳 しい時期だったが、現在の職場に就職し、勤務を続けている。祖母とは同

居ではないが、よく一緒に外出する。
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　以上、大正生 まれの祖母、戦争直後に生まれた母、昭和50年 代 に生まれた娘

の三世代は、この80年の女性の歴史の特徴と数多 く符合する人生を歩んでいる。

　この三世代の簡単なライフヒス トリーか ら、以下のような特徴が見出せる。

・この年齢層の三世代が、最 も高い年齢層ではじまる現三世代であるが、おおむ

ね、祖母 と母の時代の急変が大きい。

・祖母 と母の時代で、住居は全 く時代が変わっている。祖母 と母の時代で、家事

労働は、使 う道具自体が変わっている。繕い物 ・裁縫は、母から娘の時代にか

けて、メインの家事か らはずれているが、祖母か ら母の時代 までは非常に重要

であった。この部分は、「消費」によって代替されていった。

・祖母から母の時代で、職住近接から通勤する被雇用者への転換が起こっている。

祖母の時代は夫が自営業だが、母の時代はサラリーマンであり、郊外からの通

勤となった。母は学卒後結婚前まで勤めに出る、といういわゆる専業主婦時代

のコースを歩んでいる。子育てが一段落してからパー トに出ていることも、典

型的である。職務内容 も、事務職、補助的業務である。

・外出等については、家や職場に比べてさらに個人からの話を分析できるデータ

として取 り出すことは難しい。この三世代の場合は、祖母の現在の外出に、母

　と娘の世代の支援が役立っている。

　以上か ら、三世代インタビューでは、 ライフヒス トリーの中か ら働 くことに

ついて考慮すべ き時代背景、街のハー ドに関係のあ りそうなエ ピソー ド、男女

の違いについて語られるところを取 り出した。そしてそれぞれ、分野史として、

雇用 ・労働の変化やオフィス、各場面でのハー ド、男女共同参画などの分野と、

客観的史実として総合年表 「大阪・女性の社会参画の変遷 と都市のハー ドの変化」

を作成する参考にもする。

　個人の記憶は非常に曖昧なものである。出てきた話の多 くは、相対的な時期

であっても不確かなことが多い。それでも、確実に変化の前 と後があったこと

がわかる。
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　　　　女性の社会進出と住居 ・職場 ・都市構造の変化の関係性の分析に関する研究(一)

　今回のインタビューは女性のみにおこなっているが、業務内容に必ず しも関

わらないハー ドや制度の変化について、強 く印象を持って記憶 している場合が

多いことが特徴的であった。つまり、職場環境の変化や、通勤や買い物の方法

とい うものは、就職 を決めたり住む場所を決めた りする 「個人的」な人生の選

択 と並んで、預末であるとして捨てることができないほど重要な問題であった

といえるのではないだろうか。

ま とめ

　祖母 ・母 ・娘の三世代では、ライフコースの選択と社会構造が激変 している

ことが再認識された。また勤務経験のある世代別インタビューでは、予測 した

ように、①家族に関わるもの、②住生活に関わるもの、③勤務先 と勤務経験の

経緯 に関わるもの、④子育て経験のある入に対 して子育て中の社会的サポー ト

に関わるもの、⑤現在の仕事に関わるもの、⑥現在の職場のハー ドに関わるもの、

⑦職場と自宅の間の場所と時間の過ごし方に関わるものに整理される。三世代

と世代別女性のインタビューか ら、この80年 間の急激な社会変化が女性や家族

の生活に大 きな変化をもたらしたことが分かった。戦前と戦後の世代の生活の

違いが大 きいことは予測できたが、学卒期に就職して都心部に通勤 して、家庭

を持ち、子育てした昭和世代 と、今日の若年層は、一見似ているライフスタイ

ルであっても、その内実を規定する社会や企業の規範が大 きく異なってきてい

ることも分かった。

　職場 と住居と移動では、大阪市は周辺都市か らの流入人口が多 く、昼夜間人

口比率は全国で最 も高いという都市構造を持っていることが分かった。その中

で、特に大阪への流入人口の男女差が特徴的である。つまり、周辺都市(郊 外)

から大阪市内に流入する在勤女性 を見ると、29歳 をピークに下降の一途をたど

り、女性の就業に関するM字 型曲線 を描かない。結婚 ・出産を期に退職し、大

阪市内に通勤 しないと見 られ、流入人口の減少が顕著となる子育て世帯以降の

女性が、働き続けられるような都市環境整備が必要になっていることを示して
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い る。
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